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は
じ
め
に

　一
九
〇
二
年
三
月
二
五
日
付
の
南
方
熊
楠
か
ら
土
宜
法
龍
へ
宛
て
ら
れ

た
書
簡
）
1
（

の
中
に
、
い
く
つ
か
の
奇
妙
な
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を

南
方
は
「
猶
太
教
の
密
教
の
曼
陀
羅
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
内
の
一
つ

は
カ
ル
デ
ア
・
ユ
ダ
ヤ
の
宇
宙
構
造
図
を
模
し
た
図
（
図
①
）
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
彼
は
、
こ
の
図
①
の
横
に
ユ
ダ
ヤ
の
神
秘
思
想
・
カ
バ
ラ
の

セ
フ
ィ
ロ
ト
の
樹
（
図
②
）
に
酷
似
し
た
図
を
描
い
て
い
る
（
図
③
）
2
（

）。

さ
ら
に
南
方
は
、
同
日
に
土
宜
に
対
し
て
「
前
刻
歯
医
へ
之
く
に
迫
ら
れ
、

状
文
多
少
錯
乱
を
免
れ
ざ
り
し
故
、
今
又
追
加
す
る
所
左
の
如
し
」（
高

山
寺
本
、
二
六
九
頁
）
と
述
べ
、
再
び
書
簡
を
送
り
、
そ
の
中
に
図
③
を

改
良
し
た
図
④
を
描
い
て
い
る
。
南
方
は
こ
の
頃
、
カ
バ
ラ
の
図
像
に
か

な
り
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
吾
宗
で
あ
る
真
言
密
教
と
ミ
ッ
ク

ス
さ
せ
な
が
ら
自
身
の
思
想
を
独
自
に
展
開
す
る
道
を
模
索
し
て
い
た
。

　複
雑
怪
奇
な
図
の
中
で
も
特
に
図
③
は
錯
綜
し
て
お
り
、
南
方
の
説
明

も
正
直
、
言
葉
足
ら
ず
で
あ
る
。
図
③
に
は
、
苦
集
滅
道
（
仏
教
の
根
本

原
理
で
あ
る
「
四
諦
」）
の
文
字
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
南
方
は
な
ぜ

そ
れ
ら
を
書
き
込
ん
だ
の
か
、
そ
の
理
由
を
特
に
説
明
し
て
い
な
い
。

　本
稿
で
は
、
南
方
に
よ
る
一
連
の
「
猶
太
教
の
密
教
の
曼
陀
羅
」
の
中

で
も
、
改
良
・
最
終
版
と
も
言
え
る
図
④
（
筆
者
作
成
の
図
④
の
簡
略
図

も
参
照
の
こ
と
）
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
ま
で
こ
の
図
に
関
す
る
研
究
は

少
な
い
。
奥
山
は
図
③
と
図
④
を
ま
と
め
て
「
熊
楠
の
生
命
の
樹）

3
（

」
と
名

付
け
て
お
り
、
他
の
論
文
）
4
（

で
も
、
こ
れ
ら
の
図
に
つ
い
て
触
れ
、
セ
フ
ィ

ロ
ト
の
樹
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
南
方
の

描
い
た
図
と
セ
フ
ィ
ロ
ト
の

樹
の
各
要
素
が
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

〈
研
究
論
文
６
〉

唐

　澤

　太

　輔

　

　南
方
熊
楠
は
「
猶
太
教
の
密
教
の
曼
陀
羅
」
で

　
　何
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
か

│
セ
フ
ィ
ロ
ト
の
樹
と
の
比
較

│
図①
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は
宇
宙
の
真
理

を
表
現
し
た
ビ

ジ
ュ
ア
ル
・
イ

メ
ー
ジ
と
言
え

る
。
南
方
は
、

カ
バ
ラ
と
真
言

密
教
と
に
通
じ

合
う
も
の
を
明

ら
か
に
感
じ
取

っ
て
い
た
。
以

下
で
は
、
図
④

と
セ
フ
ィ
ロ
ト

の
樹
の
各
要
素

を
比
較
し
、
そ

の
共
通
点
を
見

出
し
、
最
終
的

に
彼
が
何
を
示

そ
う
と
し
て
い

た
の
か
を
考
察

し
て
い
く
。

一

　大
日
と
ケ
テ
ル

【
図
④
中
の
】
霊
魂
は
大
日
中
心
の
も
の
な
り
。
然
れ
ど
も
大
日
が

　南
方
は
こ
れ
ら
の
図
を
構
想
し
た
頃
、
神
智
学
の
提
唱
者
マ
ダ
ム
・
ブ

ラ
ヴ
ァ
ツ
キ
ー
（H

elena Petrovna Blavatsky

）
に
よ
る
大
著
『
ヴ
ェ
ー

ル
を
剝
が
れ
た
イ
シ
ス
』Isis U

nveiled: A
 M
aster-key to the M

ys-
teries of A

ncient M
ysteries of A

ncient and M
odern Science and 

Theology Vol.1, 2
（Fifth thousand. L. W

. Bouton, N
ew
 York, 1878. 

以
下Isis

と
略
記
。
本
稿
に
お
け
る
和
訳
は
筆
者
に
よ
る
）
を
読
ん
で
い

た
）
5
（

。
こ
の
書
籍
の
中
に
は
、
セ
フ
ィ
ロ
ト
の
樹
の
図
そ
の
も
の
は
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
要
素
の
説
明
は
さ
れ
て
い
る
（
主
にVol.2

）
6
（

）。
南

方
が
図
④
を
構
想
す
る
際
、
こ
の
書
籍
が
彼
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
現
在
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
彼
の
日
記
と
所
蔵
書
籍
を
見
る

限
り
、
南
方
が
図
を
描
く
直
前
に
読
ん
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
の
中
で
、
セ

フ
ィ
ロ
ト
の
樹
に
つ
い
て
明
ら
か
に
言
及
し
て
い
る
の
は
こ
の
書
籍
だ
け

で
あ
る
。

　カ
バ
ラ
の
教
理
で
は
、
世
界
は
十
種
類
の
セ
フ
ィ
ロ
ト
（
単
数
形
は
セ

フ
ィ
ラ
ー
）
を
段
階
的
に
経
て
顕
現
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
各
セ
フ
ィ
ラ

ー
は
、
神
聖
な
諸
力
が
発
揮
さ
れ
る
領
域
と
さ
れ
て
い
る
。

ス
フ
ィ
ロ
ー
ト
の
木
は
、
幾
何
学
的
な
マ
ン
ダ
ラ
で
あ
り
、
ケ
テ
ル

（
王
冠
）
か
ら
人
間
の
経
験
に
最
も
近
接
し
た
局
面
、
相
で
あ
る
シ

ェ
ヒ
ナ
ー
や
マ
ル
フ
ー
ト
（
王
国
）
へ
と
下
る
神
の
霊
の
流
出
の
ヒ

エ
ラ
ル
キ
ー
を
表
し
て
い
た）

7
（

。

　要
す
る
に
、
セ
フ
ィ
ロ
ト
の
樹
は
、
根
源
的
な
場
か
ら
人
間
が
普
通
に

知
覚
し
て
い
る
世
界
が
ど
の
よ
う
に
現
出
す
る
の
か
、
そ
の
順
序
と
関
係

を
描
い
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
幾
何
学
的
な
マ
ン
ダ
ラ）

8
（

あ
る
い

図②図④の簡略図
（著者作成）

図③図④
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ケ
テ
ル
（Keter

）
が
当
て
は
ま
る
。
そ
れ
は
、
人
智
を
超
え
て
最
も
高
い

聖
性
を
備
え
た
「
王
冠
」、
絶
対
無
分
節
の
存
在
そ
の
も
の
と
さ
れ
る
。

全
て
が
生
ま
れ
帰
還
す
る
場
、
つ
ま
り
生
も
死
も
、
自
己
も
他
者
も
、
全

て
を
包
蔵
す
る
生
命
の
土
台
こ
そ
ケ
テ
ル
な
の
で
あ
る
。
人
智
は
そ
こ
に

達
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。
人
間
は
そ
れ
を
了
解
す
る
の
み
で
あ

る
。
ケ
テ
ル
に
つ
い
て
、Isis

で
は
「
活
動
力
・
本
源
的
な
点
・
王
冠
」

（Isis2

二
六
六
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
ケ
テ
ル
は
何
も
の
に
も
縛
ら
れ
な

い
淵
源
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
南
方
の
言
う
大
日
と
一
致
す
る
。

二

　霊
魂
と
コ
ク
マ
ー

　先
述
の
書
簡
内
で
、
南
方
は
大
日
を
集
合
霊
魂
と
し
、
一
部
霊
魂
と
区

別
し
て
い
た
。
一
部
霊
魂
を
、
南
方
は
「
特
に
吾
れ
吾
れ
自
箇
の
過
去
、

現
在
、
未
来
を
記
臆
し
出
す
と
き
」
の
も
の
だ
と
言
う
。
全
て
が
統
一
さ

れ
対
立
も
区
別
も
無
く
な
っ
た
根
源
的
な
場
（
集
合
霊
魂
あ
る
い
は
胎
蔵

界
大
日
如
来
）
で
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
時
間
の
矢
は
解
消
さ

れ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
一
歩
手
前
の
一
部
霊
魂
の
状
態
で
は
、
ま
だ
辛
う

じ
て
そ
れ
は
残
さ
れ
て
お
り
、
深
く
記
憶
さ
れ
て
い
た
事
柄
等
を
想
起
す

る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
そ
れ
は
時
間
観
念
と
い
う

最
も
原
初
の
知
が
働
く
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
を
根
源
的
な
智
慧
の
象
徴
と

し
て
の
金
剛
界
大
日
如
来
の
在
り
方
と
一
致
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
や
や
こ
し
い
こ
と
に
、
南
方
は
、
図
④
内
に
お
い

て
霊
魂
を
集
合
霊
魂
と
一
部
霊
魂
と
に
分
け
て
描
い
て
い
な
い
。
し
か

し
、
彼
の
説
明
か
ら
察
す
る
に
、
図
④
中
の
霊
魂
は
、
厳
密
に
は
一
部
霊

物
体
を
現
出
す
る
性
質
と
作
用
と
は
集
合
霊
魂
（
大
日
中
心
）（
全

部
）
に
あ
り
て
、
一
部
霊
魂
（
わ
れ
わ
れ
霊
魂
と
な
り
て
大
日
中
心

に
帰
り
、
特
に
吾
れ
吾
れ
自
箇
の
過
去
、
現
在
、
未
来
を
記
臆
し
出

す
と
き
）
に
は
な
し
。
故
に
無
関
係
。（
一
九
〇
二
年
三
月
二
五
日
、

高
山
寺
本
、
二
六
九
頁
、【

　】
内
│
筆
者
）

　図
④
の
頂
点
に
は
、
南
方
に
よ
っ
て
大
日
と
描
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
南

方
は
、
霊
魂
は
大
日
如
来
の
中
に
（
内
に
）
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。
南
方
が
こ
こ
で
示
す
大
日
と
は
、
全
て
を
包
み
込
む
い
わ
ば
胎
蔵

界
大
日
如
来
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
大
日
の
中
に
あ
る
と
さ
れ
る
霊
魂

は
、
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
智
慧
の
象
徴
で
あ
る
金
剛
界
大
日
如
来
に
相

当
す
る
。
通
常
、
金
剛
界
と
胎
蔵
界
は
「
金
胎
不
二
」
つ
ま
り
相
即
不
離

の
関
係
と
さ
れ
、
上
下
関
係
も
包
含
被
包
含
関
係
も
な
い
の
だ
が
、
南
方

は
ど
う
や
ら
金
剛
界
大
日
如
来
は
胎
蔵
界
大
日
如
来
に
包
み
込
ま
れ
て
い

る
と
い
う
独
特
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
そ
れ
は
、

彼
が
「
胎
蔵
界
大
日
中
に
金
剛
大
日
あ
り
。
そ
の
一
部
心
が
大
日
滅
心

（
金
剛
大
日
中
、
心
を
去
り
し
部
分
）
の
作
用
に
よ
り
物
を
生
ず
」（
一
九

〇
三
年
八
月
八
日
、
往
復
書
簡
、
三
三
三
頁
）
9
（

）
等
と
い
う
言
葉
を
残
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。

　南
方
は
「
集
合
霊
魂
（
大
日
中
心
）（
全
部
）」
と
述
べ
て
お
り
、
頂
点

に
描
か
れ
て
い
る
大
日
を
集
合
霊
魂
と
同
じ
も
の
と
し
て
い
る
。
即
ち
、

個
々
の
霊
魂
が
そ
の
個
性
を
失
い
集
合
し
融
合
状
態
に
還
元
さ
れ
た
も
の

こ
そ
が
、
南
方
の
記
す
大
日
（
胎
蔵
界
大
日
如
来
）
な
の
で
あ
る
。

　南
方
の
描
く
図
④
の
大
日
の
位
置
に
は
、
セ
フ
ィ
ロ
ト
の
樹
に
お
け
る
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て
い
る
両
者
は
関
係
す
ら
持
つ
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な

ぜ
な
ら
、
本
来
的
に
「
関
係
」
と
い
う
も
の
は
、
自
他
が
対
立
あ
る
い
は

影
響
を
与
え
合
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
根
源
的
な
両
者
に

お
い
て
は
未
だ
「
他
者
」
と
呼
べ
る
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　南
方
が
図
④
で
記
す
大
日
が
物
体
を
現
出
す
る
性
質
と
作
用
の
箇
所
に

は
、
セ
フ
ィ
ロ
ト
の
樹
で
は
ビ
ナ
ー
（Binah

）
が
当
て
は
ま
る
。
ビ
ナ

ー
は
「
理
解
」
の
象
徴
と
も
さ
れ
る
が
、
重
要
な
の
は
「
形
の
授
与
者
）
10
（

」

と
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。Isis

で
は
、
そ
れ
は
「
女
性
的
な
受
動

的
潜
勢
力
」（Isis2

二
一
三
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
言
う
な
れ
ば
、
そ

れ
は
世
界
を
創
造
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
源
泉
で
あ
り
全
て
を
産
み
出
す

女
性
性
及
び
そ
の
作
用
の
象
徴
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
南
方
の

言
う
大
日
が
物
体
を
現
出
す
る
性
質
と
作
用
と
一
致
す
る
。

四

　精
神
と
ケ
セ
ド

　南
方
は
、
図
④
に
お
い
て
霊
魂
の
下
に
精
神
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
要

素
以
降
「
熊
楠
の
生
命
の
樹
」
は
か
な
り
彼
の
独
自
性
が
出
て
い
る
。

精
神
の
作
用
原
子
に
加
は
る
と
き
は
、
物
力
生
出
す
故
に
有
関
係

也
。（
一
九
〇
二
年
三
月
二
五
日
、
高
山
寺
本
、
二
六
九
頁
）

　南
方
は
、
精
神
と
原
子
が
交
わ
る
と
き
、
そ
こ
に
物
力
が
生
じ
る
と
言

う
。
ま
た
別
の
箇
所
で
は
、
精
神
を
「
人
体
凝
集
に
先さ

き
だち
身
分
ま
と
め
て

身
を
作
り
維
持
す
る
力
」（
同
前
書
簡
、
高
山
寺
本
、
二
六
五
頁
）
と
も

述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
彼
は
、
精
神
は
身
体
が
で
き
る
以
前
に
既
に
あ
る

も
の
で
あ
り
、
こ
の
精
神
に
よ
っ
て
身
体
が
で
き
、
ま
た
そ
れ
は
精
神
に

魂
、
つ
ま
り
無
に
帰
す
前
の
、
辛
う
じ
て
個
（
原
初
的
な
知
）
が
残
っ
て

い
る
状
態
の
こ
と
だ
と
分
か
る
。

　南
方
が
図
④
で
記
す
霊
魂
の
箇
所
に
は
、
セ
フ
ィ
ロ
ト
の
樹
で
は
「
知

性
」
の
象
徴
と
さ
れ
る
コ
ク
マ
ー
（Chochm

ah

）
が
当
て
は
ま
る
。

そ
れ
（
ケ
テ
ル
）
は
、
コ
ク
マ
ー
と
い
う
男
性
的
知
性
、
男
性
的
な

能
動
的
潜
勢
力
を
最
初
に
生
み
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
創
造
的
仕
事
を

行
っ
て
い
る
。（Isis2
二
六
八
頁
）

　ブ
ラ
ヴ
ァ
ツ
キ
ー
が
こ
う
述
べ
る
よ
う
に
、
根
源
で
あ
る
ケ
テ
ル
か
ら

最
初
に
流
出
し
た
も
の
が
コ
ク
マ
ー
で
あ
る
。
一
方
、
先
述
の
と
お
り
南

方
は
、
知
の
象
徴
で
あ
る
金
剛
界
大
日
如
来
を
図
④
中
で
霊
魂
（
文
章
中

で
は
一
部
霊
魂
）
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
は
コ
ク
マ
ー
と
一
致
す
る
と
言

え
る
。

三

　大
日
が
物
体
を
現
出
す
る
性
質
と
作
用
と
ビ
ナ
ー

　大
日
が
物
体
を
現
出
す
る
性
質
と
作
用
、
こ
れ
は
先
述
の
「
金
剛
大
日

中
、
心
を
去
り
し
部
分
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
時

間
観
念
を
持
つ
と
い
う
原
初
的
心
性
＝
知
を
、
大
日
か
ら
取
り
除
い
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
南
方
が
「
大
日
が
物
体
を
現
出
す
る
性
質
と
作
用
と
は

集
合
霊
魂
（
大
日
中
心
）（
全
部
）
に
あ
り
て
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
一

部
霊
魂
と
と
も
に
そ
れ
も
集
合
霊
魂
（
大
日
＝
胎
蔵
界
大
日
如
来
）
に
含

ま
れ
て
い
る
。
一
方
、
南
方
は
一
部
霊
魂
と
大
日
が
物
体
を
現
出
す
る
性

質
と
作
用
は
無
関
係
で
あ
る
と
言
う
。
南
方
が
こ
こ
で
意
図
し
た
こ
と

は
、
お
そ
ら
く
、
区
別
も
対
立
も
な
い
根
源
的
な
集
合
霊
魂
内
に
含
ま
れ
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に
或
は
小
に
大
日
の
形
を
成
出
す
る
を
得
。（
一
九
〇
二
年
三
月
二

三
日
、
高
山
寺
本
、
二
五
六
頁
）

　つ
ま
り
、
南
方
の
考
え
る
原
子
と
は
、
大
日
か
ら
流
出
し
た
も
の
で
あ

る
限
り
に
お
い
て
、
個
で
あ
り
な
が
ら
も
そ
の
中
に
は
根
源
で
あ
る
大
日

の
全
て
（
経
歴
）
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
南
方
は
、
原
子

は
物
を
構
成
す
る
最
小
単
位
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
中
に
は
、
最
大
い

や
無
限
で
あ
る
大
日
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。

　セ
フ
ィ
ロ
ト
の
樹
で
は
、
図
④
の
原
子
の
位
置
に
ゲ
ヴ
ー
ラ
ー

（G
evurah

）
を
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ケ
セ
ド
同
様
、
ゲ
ヴ
ー
ラ

ー
に
関
し
てIsis

内
の
説
明
は
少
な
く
「
女
性
的
な
受
動
的
潜
勢
力
」

（Isis2

二
一
三
頁
）
と
書
か
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
ケ
セ
ド
が
「
維
持

す
る
者
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ゲ
ヴ
ー
ラ
ー
は
「
破
壊
者
」
と
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
「
ま
だ
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
自
性
を
得
て
い
な

か
っ
た
す
べ
て
の
存
在
可
能
性
が
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
は
っ
き
り
識
別
さ

れ
、
厳
正
な
基
準
に
よ
る
存
在
範
型
と
な
る
」
も
の
で
も
あ
る）
13
（

。
南
方
の

記
す
原
子
は
、
ゲ
ヴ
ー
ラ
ー
の
よ
う
に
破
壊
者
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
の

で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
文
章
を
精
査
し
て
も
、
原
子
が
そ
の
よ
う
な
力
を
持

つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
見
え
て
こ
な
い
。
た
だ
、
自
性
を
得
た
原
初
的
な

存
在
範
型
と
い
う
点
で
は
、
南
方
の
考
え
る
物
を
構
成
す
る
最
小
単
位
と

し
て
の
原
子
は
ゲ
ヴ
ー
ラ
ー
と
一
致
す
る
。

六

　有
関
係
と
テ
ィ
フ
ェ
レ
ッ
ト

　四
で
示
し
た
と
お
り
、
南
方
は
、
精
神
と
原
子
を
有
関
係
だ
と
述
べ
て

よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　セ
フ
ィ
ロ
ト
の
樹
で
は
、
図
④
の
精
神
の
位
置
に
「
慈
悲
」「
荘
厳
」

を
象
徴
す
る
ケ
セ
ド
（Chesed

）
が
当
て
は
ま
る
。
ケ
セ
ド
に
関
す
る

ブ
ラ
ヴ
ァ
ツ
キ
ー
の
言
葉
は
少
な
い
。「
男
性
的
な
能
動
的
潜
勢
力
」

（Isis2

二
一
三
頁
）
と
述
べ
る
だ
け
で
あ
る
。
別
の
解
説
書
で
は
、
ケ
セ

ド
は
「
愛
す
る
父
、
保
護
者
、
維
持
す
る
者）
11
（

」
と
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

中
で
特
に
「
維
持
す
る
者
」
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
南
方
が
、
人
体
と

い
う
形
あ
る
も
の
に
先
立
っ
て
人
体
を
ま
と
め
上
げ
維
持
す
る
力
を
精
神

と
し
て
い
る
こ
と
に
一
致
す
る
。
ケ
セ
ド
は
「
神
的
『
有
』
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
存
在
す
べ
き
す
べ
て
の
も
の
に
存
在
を
与
え
る）
12
（

」
も
の
と
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
存
在
者
に
存
在
を
与
え
存
在
者
と
し
て
あ
ら
し
め
、

そ
れ
を
維
持
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
も
の
が
ケ
セ
ド
な
の
で
あ
る
。

　こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
な
説
明
はIsis
に
は
見
ら
れ
な
い

こ
と
で
あ
る
。
南
方
が
図
④
を
構
想
し
た
際
に
参
照
し
た
書
籍
がIsis

だ

け
だ
と
し
た
ら
、
こ
の
ケ
セ
ド
と
精
神
と
の
「
維
持
す
る
」
と
い
う
点
の

一
致
は
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
彼
は
カ
バ
ラ
に
関
す
る
他
の
書
物

を
読
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
現
在
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
資
料
だ
け
で
は
十
分
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

五

　原
子
と
ゲ
ヴ
ー
ラ
ー

　南
方
は
、
図
④
を
描
く
二
日
前
の
土
宜
宛
書
簡
で
原
子
に
つ
い
て
以
下

の
よ
う
な
事
柄
を
述
べ
て
い
る
。

吾
れ
吾
れ
大
日
の
原
子
は
何
れ
も
大
日
の
全
体
に
則
り
て
、
或
は
大
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七

　物
心
と
ネ
ツ
ァ
ク

扨
精
神
が
原
子
に
ふ
れ
て
物
心
と
化
し
、
物
心
が
物
体
と
合
し
て
物

界
を
現
す
。（
一
九
〇
二
年
三
月
二
五
日
、
高
山
寺
本
、
二
六
八
頁
）

　南
方
は
、
精
神
は
原
子
と
触
れ
合
う
こ
と
で
物
心
を
生
じ
さ
せ
る
と
言

う
。
精
神
と
原
子
と
は
有
関
係
で
あ
る
以
上
、
精
神
は
そ
れ
単
独
で
物
心

を
生
み
出
す
こ
と
は
な
く
、
必
ず
原
子
の
作
用
が
必
要
に
な
る
の
だ
。

　南
方
が
こ
こ
で
示
す
物
心
の
読
み
方
は
「
ぶ
っ
し
ん
」
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
も
の
ご
こ
ろ
」
だ
と
思
わ
れ
る
。
物

も
の
ご
こ
ろ心

│
つ
ま
り
、
朧
気
な
が
ら
理
解
や
判
断
が
で
き
る
心
の
こ
と
で
あ
る
。

南
方
は
、
こ
の
物
心
に
関
し
て
以
下
の
様
に
も
述
べ
て
い
る
。

人
心
も
物
心
の
一
種
、
特
に
秀
英
な
る
も
の
と
見
る
べ
し
。
人
心
の

外
に
物
心
あ
り
や
と
問
ん
に
、
上
等
動
物
は
勿
論
微
虫
、
植
物
に
も

物
心
あ
る
は
、
多
少
の
意
識
及
所
謂
動
植
の
活
力
あ
る
に
て
知
る
べ

し
。（
前
掲
書
簡
、
二
六
九
頁
）

　南
方
は
、
人
間
の
心
（
人
心
）
も
物
心
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
物
心
の
中
で
も
特
に
秀
で
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
こ
の
物
心

は
、
動
植
物
の
生
存
に
根
本
的
に
関
わ
る
事
柄
（
例
え
ば
重
力
、
引
力
、

抵
抗
力
等
に
反
応
す
る
こ
と
）
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
、
端
的
に
根
源

的
な
生
き
る
力
（
活
力
）
と
言
っ
て
も
良
い
。

　セ
フ
ィ
ロ
ト
の
樹
で
は
、
図
④
の
物
心
の
位
置
に
「
勝
利
」
や
「
こ
の

世
界
の
自
然
の
成
長
す
る
諸
力
）
14
（

」
を
象
徴
す
る
ネ
ツ
ァ
ク
（N

etsach

）
が

当
て
は
ま
る
。
ま
た
そ
の
「
創
造
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
よ
り
物
質
に
近
く

い
る
。
彼
は
両
者
を
対
概
念
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
つ
ま
り
精
神
が
あ
る

た
め
に
は
原
子
が
あ
り
、
原
子
が
あ
る
た
め
に
は
精
神
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
存
在
す
る
こ
と
は
な
く
、
特
に
南
方
は
精

神
が
原
子
に
作
用
を
与
え
る
（
原
子
に
よ
っ
て
作
用
さ
せ
ら
れ
る
と
言
っ

て
も
良
い
）
と
き
、
そ
こ
に
は
、
何
ら
か
の
物
力
が
生
じ
る
と
述
べ
て
い

る
。
物
力
、
即
ち
物
が
動
き
発
電
し
た
り
発
光
し
た
り
す
る
力
の
こ
と
で

あ
る
。
要
す
る
に
、
精
神
に
よ
っ
て
原
子
が
観
測
さ
れ
る
と
き
初
め
て
原

子
の
運
動
つ
ま
り
物
力
は
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま

で
物
力
は
未
確
定
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
現
代
物
理
学
の
観
測
者
問
題

に
関
わ
る
事
柄
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　図
④
の
有
関
係
の
位
置
に
は
、
テ
ィ
フ
ェ
レ
ッ
ト
（Tiphereth

）
が
当

て
は
ま
る
。
そ
れ
は
ケ
セ
ド
と
ゲ
ヴ
ー
ラ
ー
の
間
に
あ
り
、
両
者
の
対
立

を
中
和
さ
せ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
ヴ
ァ
ツ
キ
ー
は
、
テ
ィ
フ
ェ

レ
ッ
ト
を
美
で
あ
り
太
陽
で
も
あ
る
と
す
る
（Isis2
二
一
三
頁
参
照
）。

そ
れ
は
、
対
立
項
に
平
等
に
浸
透
す
る
調
和
的
な
美
な
の
で
あ
る
。

　南
方
が
有
関
係
と
書
い
た
の
は
、
精
神
と
原
子
は
対
立
し
な
が
ら
関
係

し
合
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
常
に
関
係
せ
ざ

る
を
得
な
い
「
関
係
」
の
こ
と
で
あ
る
。
両
者
は
、
お
互
い
の
純
粋
な
反

対
者
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
同
士
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
柄
を
鑑

み
る
と
、
南
方
が
こ
の
位
置
に
有
関
係
と
記
し
た
こ
と
は
、
テ
ィ
フ
ェ
レ

ッ
ト
の
作
用
を
意
識
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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点
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
ネ
ツ
ァ
ク
の
「
創
造
的
力
の
横
溢
を
受
け
止
め

て
様
々
に
形
成
し
変
化
さ
せ
る）
17
（

」
も
の
と
も
言
わ
れ
る
。
勿
論
、
形
成
し

変
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
物
体
と
い
う
「
形
」
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て

南
方
が
こ
こ
で
言
う
物
体
と
は
、
生
物
・
非
生
物
問
わ
ず
、
変
化
し
な
が

ら
形
を
明
確
に
表
し
た
も
の
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
点
で
は
ホ
ド

の
内
容
と
の
一
致
が
見
ら
れ
る
。

九

　有
関
係
と
イ
ェ
ソ
ー
ド

　南
方
は
、
物
心
と
物
体
を
線
で
結
び
、
そ
の
間
に
有
関
係
と
記
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

物
心
と
物
体
に
至
て
は
密
着
し
て
不
可
離
故
に
大
関
係
あ
り
。（
一

九
〇
二
年
三
月
二
五
日
、
高
山
寺
本
、
二
六
九
頁
）

　物
心
と
物
体
と
い
う
物
界
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
根
本
的
な
も
の
同
士

は
対
概
念
で
あ
り
、
相
即
不
離
で
あ
る
。
物
心
だ
け
の
も
の
や
物
体
だ
け

の
も
の
は
存
在
し
な
い
。
南
方
は
、
た
と
え
非
生
物
で
あ
っ
て
も
多
少
の

物
心
が
あ
り
、
た
だ
そ
れ
は
人
間
や
動
物
の
よ
う
な
生
物
に
比
べ
る
と
分

か
り
に
く
い
だ
け
だ
と
考
え
て
い
た
。
そ
も
そ
も
物
体
を
物
体
と
し
て

我
々
が
知
る
た
め
に
は
物
心
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
物
心
を
物
心
た
ら
し

め
て
い
る
の
は
、
純
粋
に
そ
の
反
対
で
あ
る
物
体
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

意
味
で
も
、
両
者
を
簡
単
に
切
り
離
す
こ
と
な
ど
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　セ
フ
ィ
ロ
ト
の
樹
で
は
、
図
④
の
有
関
係
の
位
置
に
イ
ェ
ソ
ー
ド

（Yesod

）
が
当
て
は
ま
る
。
こ
れ
は
、
ネ
ツ
ァ
ク
と
ホ
ド
の
間
に
あ
り
、

両
者
の
対
立
を
中
和
さ
せ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。Isis

で
、
そ

な
り
な
が
ら
も
、
ま
だ
比
較
的
自
由
に
拡
大
し
よ
う
と
す
る
流
動
的
な
状

態
）
15
（

」
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方Isis

で
は
、
ネ
ツ
ァ
ク
に
関
し
て
「
男

性
的
な
潜
勢
力
」（Isis2

二
一
三
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
「
自

然
の
成
長
す
る
諸
力
」
等
と
い
う
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
南
方
の

示
す
物
心
は
、
先
述
の
と
お
り
自
然
が
成
長
す
る
力
、
自
由
に
拡
大
す
る

余
地
が
残
っ
て
い
る
流
動
的
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

八

　物
体
と
ホ
ド

　次
に
、
物
体
で
あ
る
が
、
南
方
は
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

原
子
は
精
神
と
ふ
れ
て
物
力
を
生
じ
、
物
体
を
顕
出
す
。〔
中
略
〕

こ
こ
に
い
ひ
置
く
は
、
物
に
も
生
物
と
非
生
物
あ
り
。
生
物
は
物
心

作
用
勝
れ
、
非
生
物
は
物
力
の
は
た
ら
き
勝
る
る
こ
と
な
り
。（
一

九
〇
二
年
三
月
二
五
日
、
高
山
寺
本
、
二
六
九
頁
）

　原
子
と
精
神
が
触
れ
合
う
こ
と
で
、
具
体
的
に
目
に
見
え
る
物
体
が
生

じ
る
。
南
方
は
、
そ
こ
に
は
物
力
が
働
い
て
い
る
と
言
う
。
非
生
物
は
物

心
の
作
用
が
見
え
な
く
と
も
、
決
し
て
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
非
生

物
は
物
力
の
働
き
が
前
面
に
出
て
い
る
場
合
が
多
い
だ
け
な
の
で
あ
る
。

　セ
フ
ィ
ロ
ト
の
樹
で
は
、
図
④
の
物
体
の
位
置
に
ホ
ド
（H

od

）
が
当

て
は
ま
る
。「
神
の
栄
光
」「
尊
厳
」
を
意
味
す
る
ホ
ド
と
物
体
と
の
対
応

関
係
を
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
も
そ
も
、Isis

で
は
、
そ
れ
を
「
女

性
的
な
受
動
的
潜
勢
力
」（Isis2

二
一
三
頁
）
と
述
べ
る
の
み
で
、
ほ
と

ん
ど
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
興
味
深
い
こ
と
は
、
他
の
書
物
で

こ
の
ホ
ド
は
「
形
を
明
確
に
組
織
化
す
る
天
球
）
16
（

」
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
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こ
ろ
尽
き
ざ
れ
ば
な
り
。（
一
九
〇
三
年
七
月
十
八
日
、
往
復
書
簡
、

三
〇
一
頁
）

　こ
の
南
方
の
言
葉
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
彼
は
、
明
ら
か
に
一
個
物

の
中
に
含
ま
れ
る
大
宇
宙
（
全
て
）
を
見
て
い
た
。
そ
れ
は
、
い
わ
ば
「
一

即
多
」「
多
即
一
」
の
境
位
で
あ
る
。

　セ
フ
ィ
ロ
ト
の
樹
で
は
、
図
④
の
物
の
位
置
に
マ
ル
ク
ト
（M

alkhut

）

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
端
的
に
物
質
世
界
を
表
す
も
の
と
さ
れ

「
王
国
」
と
も
言
わ
れ
る
。
マ
ル
ク
ト
と
は
、
他
の
全
て
の
セ
フ
ィ
ロ
ト

の
影
響
力
と
流
出
を
受
け
取
っ
た
物
理
顕
現
の
世
界
）
19
（

で
あ
る
。
ブ
ラ
ヴ
ァ

ツ
キ
ー
も
「
他
の
セ
フ
ィ
ラ
ー
の
全
て
を
そ
の
中
に
含
ん
で
い
る
」
と
述

べ
て
い
る
（Isis2

二
二
四
頁
参
照
）。
ま
た
そ
れ
は
、
セ
フ
ィ
ロ
ト
の
樹

に
お
い
て
は
必
ず
一
番
下
に
描
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
南
方
も
、
大

日
か
ら
流
出
し
た
霊
魂
、
大
日
が
物
体
を
現
出
す
る
性
質
と
作
用
、
精
神
、

原
子
、
物
心
、
物
体
が
全
て
収
束
し
た
一
点
を
物
と
し
て
い
る
。
以
上
か

ら
、
マ
ル
ク
ト
と
物
は
一
致
す
る
と
言
っ
て
良
い
。

ま
と
め

　カ
バ
ラ
に
お
け
る
セ
フ
ィ
ロ
ト
の
樹
は
、
宇
宙
の
創
造
に
関
す
る
連
続

し
た
プ
ロ
セ
ス
を
図
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
南
方
も
図
④
で
、

大
日
か
ら
全
て
が
流
出
し
、
物
質
的
世
界
が
現
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
、
吾
宗

で
あ
る
真
言
密
教
の
用
語
等
を
駆
使
し
な
が
ら
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

　本
稿
で
は
、
南
方
に
よ
る
「
熊
楠
の
生
命
の
樹
」（
図
④
）
と
カ
バ
ラ

に
お
け
る
セ
フ
ィ
ロ
ト
の
樹
の
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
レ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
比
較

れ
は
「
基
礎
、
偉
大
な
生
け
る
神
エ
ル
・
カ
イ
」（Isis2

二
一
三
頁
）
と

さ
れ
て
い
る
。
本
来
、
不
死
で
あ
る
は
ず
の
神
が
「
生
け
る
神
」
と
は
、

一
体
ど
う
い
う
こ
と
か
。

│
生
け
る
神
と
は
、
ま
さ
に
死
と
生
が
交
わ

る
、
あ
る
い
は
反
対
同
士
と
さ
れ
る
両
極
を
合
わ
せ
た
存
在
な
の
で
あ

る
。
こ
の
イ
ェ
ソ
ー
ド
は
「
心
と
物
の
両
方
の
性
質
を
も
つ
特
殊
な
実
体

の
天
球
）
18
（

」
と
も
さ
れ
る
。
カ
バ
ラ
で
は
、
心
と
物
と
が
交
わ
る
場
は
、
顕

現
し
た
世
界
に
お
い
て
根
幹
と
さ
れ
る
。
一
方
南
方
も
、
心
と
物
と
の
交

わ
り
を
、
特
に
「
事
」
と
表
現
し
、
自
身
の
学
問
の
基
礎
と
し
て
い
た
（
一

八
九
三
年
十
二
月
二
四
日
、
往
復
書
簡
、
四
六
―
四
七
頁
他
）。
南
方
は

常
に
、
心
と
物
の
中
間
に
生
ず
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
世
界
を
捉
え
よ
う
と

し
て
い
た
。
そ
れ
は
彼
が
、
民
俗
学
に
お
い
て
は
西
洋
と
東
洋
の
接
点
、

生
物
学
に
お
い
て
は
動
物
と
植
物
の
中
間
と
言
わ
れ
る
粘
菌
を
熱
心
に
研

究
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

十

　物
と
マ
ル
ク
ト

　南
方
は
、
有
関
係
の
す
ぐ
下
に
物
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
顕
現
し
た

物
界
、
物
質
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
我
々
の
知
る
物
界
は
、
物

心
と
物
体
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
生
物
と
非
生
物
が
存
在
す
る
。

南
方
は
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
物
と
記
し
て
い
る
の
だ
。
南
方
は
、
全
て

の
エ
レ
メ
ン
ト
が
収
束
す
る
一
点
を
物
と
し
た
の
で
あ
る
。

何
と
な
れ
ば
、
大
日
に
帰
し
て
、
無
尽
無
究
の
大
宇
宙
の
大
宇
宙
の

ま
だ
大
宇
宙
を
包
蔵
す
る
大
宇
宙
を
、
た
と
え
ば
顕
微
鏡
一
台
買
う

て
だ
に
一
生
見
て
楽
し
む
と
こ
ろ
尽
き
ず
、
そ
の
ご
と
く
楽
し
む
と
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　（5
）
南
方
の
日
記
か
ら
は
、
一
九
〇
一
年
六
月
―
七
月
に
か
け
てIsis

を
熱
心
に

読
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
南
方
熊
楠
『
南
方
熊
楠
日
記
』
第
二
巻
、
長
谷

川
興
蔵
校
訂
、
八
坂
書
房
、
一
九
八
七
年
）。

　（6
）
本
稿
で
は
、Isis2

と
略
記
し
た
。

　（7
）Ellen Frankel

『
図
説

　ユ
ダ
ヤ
・
シ
ン
ボ
ル
事
典
』
木
村
光
二
訳
、
悠
書
館
、

二
〇
一
五
年
、
一
五
一
頁
。

　（8
）
井
筒
俊
彦
は
「
カ
ッ
バ
ー
ラ
ー
の
『
セ
フ
ィ
ー
ロ
ー
ト
』
構
造
体
も
、
明
ら

か
に
『
セ
フ
ィ
ー
ロ
ー
ト
』
マ
ン
ダ
ラ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
井
筒
俊
彦

『
意
識
と
本
質

│
精
神
的
東
洋
を
求
め
て

│
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
、

二
六
七
頁
）。

　（9
）
南
方
熊
楠
・
土
宜
法
龍
『
南
方
熊
楠
・
土
宜
法
竜
往
復
書
簡
』
飯
倉
照
平
・

長
谷
川
興
蔵
編
、
八
坂
書
房
、
一
九
九
〇
年
（
往
復
書
簡
と
略
記
）。

　（10
）D

ion Fortune

『
神
秘
の
カ
バ
ラ
ー
』〔
一
九
三
五
年
〕
大
沼
忠
弘
訳
、
国
書

刊
行
会
、
一
九
九
四
年
、
三
二
〇
頁
。

　（11
）
同
書
、
二
二
一
頁
。

　（12
）
井
筒
、
前
掲
書
、
二
二
七
頁
。

　（13
）
同
書
、
二
七
四
頁
。

　（14
）G

ershom
 G. Scolem

『
ユ
ダ
ヤ
神
秘
主
義
』〔
一
九
八
五
年
〕
山
下
肇
・
石

丸
昭
二
・
井
ノ
川
清
・
西
脇
征
嘉
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
五
年
、
二

八
〇
頁
。

　（15
）
同
書
、
二
八
〇
頁
。

　（16
）Fortune 

前
掲
書
、
三
二
六
頁
。

　（17
）
井
筒
、
前
掲
書
、
二
七
六
頁
。

　（18
）Fortune 

前
掲
書
、
三
三
八
頁
。

　（19
）Chic Cicero, Sandra Tabatha Cicero

『
現
代
魔
術
の
源
流
﹇
黄
金
の
夜

明
け
団
﹈
入
門
』〔
二
〇
〇
三
年
〕
江
口
之
隆
訳
、
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
、
二
〇
一
七

年
、
二
三
四
頁
参
照
。

（
か
ら
さ
わ
・
た
い
す
け
、
哲
学
・
南
方
熊
楠
研
究
、
龍
谷
大
学 

世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
博
士
研
究
員
）

構
造
分
析
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
南
方
は
図
④
に
お
い
て
、
セ
フ
ィ
ロ
ト

の
樹
の
形
だ
け
で
は
な
く
個
々
の
内
容
も
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
た
だ
し
、
図
④
の
要
素
が
各
セ
フ
ィ
ラ
ー
の
内
容
と
全
て
完
全
に
一

致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
南
方
の
独
自
性
も
か
な
り
見
ら

れ
た
。
ま
た
、
ブ
ラ
ヴ
ァ
ツ
キ
ー
は
、
セ
フ
ィ
ロ
ト
の
樹
の
右
側
を
男
性

原
理
、
左
側
を
女
性
原
理
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
南
方
は
右
側
を
物

質
性
、
左
側
を
精
神
性
と
し
て
い
る
点
も
独
特
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
相

違
は
、
南
方
に
よ
る
セ
フ
ィ
ロ
ト
の
樹
の
理
解
不
足
か
ら
生
じ
た
も
の
な

の
か
、
理
解
し
た
上
で
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
な
の
か
。
あ
る
い
はIsis

以
外

の
著
作
か
ら
の
影
響
な
の
か
。
判
断
材
料
は
未
だ
不
足
し
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
、
日
記
、
蔵
書
の
み
な
ら
ず
、
彼
が
長
年
講
読
し

て
い
たN

ature

等
の
雑
誌
記
事
も
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

　本
研
究
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
研
費
若
手
研
究
「
南
方
熊
楠
と
明
恵
の
夢
に
関
す

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
と
比
較
思
想
研
究
」（18K12608

）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　（1
）
南
方
熊
楠
『
高
山
寺
蔵 

南
方
熊
楠
書
翰

│
土
宜
法
龍
宛
一
八
九
三
―
一
九

二
二
』
奥
山
直
司
・
雲
藤
等
・
神
田
英
昭
編
、
藤
原
書
店
、
二
〇
一
〇
年
（
高

山
寺
本
と
略
記
）。
本
稿
に
お
け
る
図
①
③
④
は
、
栂
尾
山
高
山
寺
所
蔵
。
本
稿

で
示
す
南
方
に
よ
る
書
簡
は
全
て
土
宜
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　（2
）
橋
爪
博
幸
「
Ｈ
・
Ｐ
・
ブ
ラ
ヴ
ァ
ツ
キ
ー
と
南
方
熊
楠
の
宇
宙
図
」
志
村
真

幸
編
『
異
端
者
た
ち
の
イ
ギ
リ
ス
』
共
和
国
、
二
〇
一
六
年
参
照
。

　（3
）
松
居
竜
五
・
田
村
義
也
『
南
方
熊
楠
大
事
典
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
、

三
一
頁
。

　（4
）
奥
山
直
司
「
南
方
熊
楠
に
お
け
る
死
生
観
と
安
心
」
高
田
信
良
編
『
宗
教
に

お
け
る
死
生
観
と
超
越
』
方
丈
堂
出
版
、
二
〇
一
三
年
、
一
五
八
頁
。


